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奈良県総務部ＩＣＴ推進課
[bookmark: _Toc290276131]はじめに
0. 背景と目的
奈良県では、令和元年度１０月よりＡＩチャットボットの運用を開始した。当県では、このAIチャットボットに加えて、セグメント配信機能などを構築し、さらなる住民への情報提供の高度化及び業務効率化を進めることを検討している。

0. 適用範囲
本調達は、奈良県のＬＩＮＥアカウントを用いた情報配信の高度化のために構築するものである。また、令和元年度１０月より導入したＡＩチャットボットでは、自動応答する内容を、各団体のホームページに掲載の「よくある質問」をQ&Aデータとしており、住民が入力した質問に対して、ＡＩが自動応答する仕組みを構築した。
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図１　ＡＩチャットボットのイメージ
0. 履行期間
（１）各機能の構築期間
契約日から令和３年７月３１日まで
（２）各機能の運用期間
令和３年８月１日から令和４年３月３１日まで
システム導入条件
0. 前提条件
（１）利用者本位のサービス
①　本サービスを利用しようとする住民（以下「利用者」という。）は、スマートフォン用のiOS 版またはAndroid 版のLINE を使用し本業務で提供するサービスを利用できること。
②　本サービスはInternet Explorer、Edge、Google Chrome、Safari 等のインターネットブラウザを使用し、インターネット環境に接続し利用できること。また、それぞれ最新のバージョンで動作すること。
③　ＬＩＮＥ公式アカウントの機能にが制限が発生する場合は、書面により制限される機能等を奈良県に報告し、承認を得ることなく利用できること。

（２）SaaS型のシステム
①　インターネット経由でサービスを提供するクラウド型の提供サービスであること。
②　24 時間365 日利用可能であること。（ただし、深夜の時間帯におけるバックアップ処理などシステム運用に最低限必要な時間の停止を除く。）

（３）セキュリティ対策を確保したサービス
①　インターネットを利用したサービスであることから、高セキュリティを確保したサービスであること。
②　システム及びデータに対して自動でバックアップを行う機能を有すること。なお、バックアップの実施については、月次報告書等で報告すること。

（４）既存サービスのデータを活用したサービス
①　現在のＡＩチャットボットで使用しているＱ＆Ａデータの著作権は、奈良県にあるため、このＱ＆Ａデータを有効に活用すること。
②　奈良県LINE公式アカウントとの初回連携時には既にLINE友だちであるユーザ（約４万５千人）のuid の情報取得を行うこと。（ただし、初回連携時に一斉に情報取得する方法、随時利用者にアクションを求めて情報取得する方法のいずれをとってもよい。）

0. スケジュール
本業務における全体スケジュールは、以下の通りを想定している。
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システム要件
  機能要件
（１）セグメント配信機能
① LINE リッチメニューからセグメント配信のための情報分野・配信条件を設定するためのメニューに遷移すること。
② 本県LINE 公式アカウントにお友だち登録をした利用者がセグメント配信設定を登録（初回利用時にユーザーアンケート等を実施する等）する仕組みを有していること。
③ 利用者が登録しているセグメントについて、利用者自らが確認、変更及び削除できること。
④ 利用者は、情報種別、地域（数十程度）、行政項目（数十程度）、複数の子の生年月日等の属性登録が25 項目以上できること。
⑤ テスト環境を用いることで、本番環境に影響を与えることなくセグメント配信のテストができること。
⑥ 管理者は利用者が設定したセグメント配信設定を、利用者を特定する情報と紐づけて出力することができること。
⑦ 配信は時刻設定し指定した時刻に配信ができること。
⑧ 管理者は過去の合計配信数、配信日、配信時間、タイトル、種別、配信数、成功数、失敗数などのデータをExcel ファイルもしくはCSV ファイルで出力し、確認ができること。
⑧⑨ セグメント配信した配信履歴、配信数、送信成功数・失敗数の送信状況の確認ができること。
⑨⑩ 送信データは、テキスト・画像・動画・スタンプを送信でき、カルーセルテンプレートを使えること。

（２）自動配信機能
①　利用者がアンケートで設定した生年月日や友だち登録日等の基準となる情報を基に、生後日数や年齢（月齢）に応じて事前に設定されたメッセージを利用者に送信できること。（アンケートでは出産予定日も定義でき、予定日の何日前の方にその日数に相当する予め設定されたメッセージを利用者に送信できることが望ましい。）
②　利用者がアンケートで設定できる生年月日は、複数であること。
③　アンケートでは生年月日の他、利用者のニックネームも入力でき、送信メッセージ中にそのニックネームを挿入し送信出来ること。
④　送信メッセージは、送信対象日数もしくは年齢とメッセージが1 セットとなったCSV 形式のファイルで管理者が作成できること。
④⑤　送信メッセージファイルは複数設定でき、各メッセージファイルに送信時間を設定出来ること。
⑤⑥　設定された送信メッセージファイルをキャンセルできること。


（３）自動応答機能
①　利用者が入力する自由なテキスト形式による問合せに対し、問合せに係る意図を自然言語処理によって、入力された質問の文脈や意味をとらえ、理解した上で、事前に設定したQ&Aデータの中から最適な回答を表示すること。
②　システム管理者（職員）向け機能として、利用者からの質問を自動的に統計化し、問合せの多い質問や回答できていない質問などを提示すること。
③　言語は、日本語に対応していること。他言語に対応している場合は、誤翻訳をしてはならないこと。

  サービス利用環境
（１）利用者側端末
①　利用者のスマートフォンとする。（2.1. 前提条件に記載のとおり。）

（２）システム管理者（職員）側端末
②　インターネットに接続されたパソコンより、ブラウザを利用して利用できること。ブラウザは、Microsoft Edge、またはInternet Explorerのいずれかで利用できること。

  サービス提供条件
（１）ファシリティ要件
①　日本データセンター協会が定めるティア３相当以上のサーバ室で運用すること。

（２）可用要件
①　稼働時間は、原則、２4時間３６５日とする。メンテナンスのため計画的に停止する場合は、除く。
②　稼働率は、計画停止を除き、９９％以上とする。
  性能要件
（１）自動応答機能に係るQ&Aデータ
①　奈良県のQ&Aは、別紙のとおり。
②　Q&Aデータは、稼働中に追加、修正、削除ができること。

（２）応答時間
①　利用者が使用する機能は、アクセス集中時においても、原則、３秒以内にレスポンスを返すこと。

（３）システム管理者
①　システムを運用管理するシステム管理者は、６名程度を想定している。
②　システム管理者は、自動応答機能におけるQ&Aのメンテナンス、ログの収集ができること。

  信頼性要件
①　サービス停止が極力生じないようにすること。
②　バックアップを取得し、障害発生時など、データの復旧が行えること。

  セキュリティ要件

①　不正アクセスを防止するための対策を講じること。
②　最新のセキュリティパッチを常に適用すること。



構築要件
  導入要件
（１）作業実施計画書の提出
①　契約締結後すみやかに作業スケジュール、体制、作業内容及び役割分担を記載した作業実施計画書を県に提出し、承認を得ること。
②　本サービス導入までの期間、ミーティングを開催し、作業計画書に対する作業の進捗状況、課題等を確認及び共有すること。（社会情勢を鑑み、web会議などの方式により実施してもよい。）

（２）導入支援
①　本サービスの導入にあたっては、本県にヒアリングをおこなったうえで、奈良県公式アカウントの画面構成・デザイン等について提案し、本サービスの効果を最大限発揮できるよう支援すること。
②　システム担当者に対して、必要に応じてシステムの操作研修を実施すること。実施時期については、奈良県と協議のうえ、決定するものとする。
実施時期は、2.2. スケジュールのとおりとする。
③　その他、本サービスの導入にあたり、本県の求めに応じて、必要な支援を実施すること。

（３）動作検証（テスト）
①　本県のテスト開始前までに本サービスの基本動作の設定作業を完了させること。
②　本県のテスト実施において、検証結果に応じて、機能改善を実施すること。

（４）提出物
以下のものを本県に提出すること。
	No.
	提出物
	提出時期
	提出の形態

	1
	作業実施計画書
	契約締結後すみやかに
	電子データ

	2
	サービス動作環境
	動作検証（テスト）前
	Webブラウザからインターネットを経由してアクセスできる形態

	3
	LINEテスト環境
	
	

	4
	操作マニュアル
	
	

	5
	構築業務完了報告
	構築完了後
	紙面



  システム管理者からの問合せ対応

・システム管理者からの問合せに対応すること。
・電話（平日９：００～１７：００）及び電子メール（２４時間受付）の対応（平日９：００～１７：００）を行うこと。


運用要件
  運用業務

①　不正アクセス監視、障害発生状況など管理を行うこと。
②②　現在のAIチャットボットシステムには、約１，０００のQ&Aを掲載している。利用者にとって誤解のある表現などがある場合は、改正、削除を随時、システム担当者に提案すること。
③　システムのバージョンアップ、セキュリティパッチの適用及び管理を行うこと。
③④　計画停止は、１ヶ月以上前に連絡すること。
④⑤　月次報告書を提出すること。なお、報告書には、次の内容を含めること。
・自動応答機能利用状況（問合せ件数、正答率）
・セグメント配信機能利用状況（配信日、配信時間、タイトル、分野別の配信数）
・障害対応状況、計画停止情報
・セキュリティ関連情報
・システム運用課題及び対応策の提案

情報提供依頼事項
仕様内容

（１）上記機能の各要件について、追加または削除した方がよい要件を教示いただきたい。（本ファイルへの校閲モードにてお示しください。）
（２）本システムの全体構成図の提示をいただきたい。（様式任意）

経費
・初期設定作業及び運用経費（月額）を別添「様式１」により、提示いただきたい。
[bookmark: _GoBack]（運用経費：9８月～３月の７８ケ月間）

スケジュール
・本システムの構築期間、初期設定期間、各団体の設定に要する期間等、本稼働開始までのスケジュールを別添「様式２」により、提示いただきたい。

その他
・本事業に対する独自提案があれば、情報提供いただきたい。
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